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Corel Application Discには、GuideMenu（映像の保存や書き戻し）、DVD MovieWriter 
SE（映像の編集）、WinDVD SE（映像の再生）の3つのソフトウェア（Corel Applications）
が入っています。この本では、おもにソフトウェアのインストール方法とGuideMenuの 
操作のしかたなどを説明しています。なお、Corelソフトウェアのヘルプもあわせてご覧
ください。

Corel Application Discには、GuideMenu（映像の保存や書き戻し）、DVD MovieWriter 
SE（映像の編集）、WinDVD SE（映像の再生）の3つのソフトウェア（Corel Applications）
が入っています。この本では、おもにソフトウェアのインストール方法とGuideMenuの 
操作のしかたなどを説明しています。なお、Corelソフトウェアのヘルプもあわせてご覧
ください。



撮影した映像をパソコンに保存したり、思い出の映像に音楽やタイトルを添えて、
自分だけのオリジナルビデオを作成できます。詳細については、ソフトウェアのヘル
プをご覧ください。

Corel ソフトウェアを使って

撮影した映像の保存や再生、
編集・書き戻しをしよう！

お問い合わせは、裏表紙に記載のCorel Application Discのサポートセンターにお寄
せください。キヤノン株式会社/キヤノンマーケティングジャパン株式会社では
Corel Application Discに関するお問い合わせは承っておりません。

GuideMenu
 パソコンに保存 カメラの映像をパソコンに保存します。 

 ビデオカメラに書き戻し カメラで再生するため、パソコンに保
  存した映像をカメラに書き戻します。 

 オーサリング DVD MovieWriter SEの動画編集
  画面に移動します。
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動画の編集（分割・削除・並び換えなど）をします。 
また、音楽を背景に挿入したり、タイトルを作成します。
操作方法はDVD MovieWriter SEのヘルプをご覧ください。

DVD MovieWriter SE

パソコンに保存した映像やディスクの映像を再生します。　
操作方法はWinDVD SEのヘルプをご覧ください。

WinDVD SE
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準備1 動作環境をチェックする

ソフトウェアを使うには、お使いのパソコンがつぎの動作環境を満たしている必要があります。
なお、使用するソフトウェア、パソコンの仕様/設定によっては正しく動作しないことがあります。

ソフトウェアはインターネットによるユーザー登録を行わないとお使いになれません。
インターネットに正しく接続されていることを確認してください。

ソフトウェアを使う準備をする

CPU
 

メモリ 

ハードディスク
空き容量 

グラフィック・ 
アクセラレーター 

モニター 

その他 

Intel Core2Duo 1.86GHz以上 
PentiumD 3.2GHz以上 

1GB以上 2GB以上  

インストール時：1GB以上 
ディスク作成時：作成するディスク容量の2倍以上* 

NVIDIA GeForce 6600/128MB以上 
ATI RADEON X700シリーズ/128MB以上

1024×768ドット、16ビットカラー以上 

DVD-R/-RW書き込み対応のDVDドライブ 
インターネット接続環境（ユーザー登録時必要） 

Corel Application Disc の推奨動作環境 

Microsoft Windows VistaMicrosoft Windows XP 
Service Pack 2 

対象OS

CPU 

メモリ 

ハードディスク
空き容量 

その他 

Intel Pentium4 1.6GHz  Intel Pentium4 2.4GHz

512MB 1GB 

3GB以上（「パソコンに保存」のみ）* 

DVD-R/-RW書き込み対応のDVDドライブ 

「パソコンに保存」・「ビデオカメラに書き戻し」（GuideMenu）のみの最低動作環境 

Microsoft Windows VistaMicrosoft Windows XP 
Service Pack 2 

対象OS

*    4.7GBのDVD-R/-RWに容量いっぱいまで動画を書き込んでディスクを作成する場合、10GB以上必要です。

* パソコンに保存するデータ容量によっては、空き容量がさらに必要になることがあります。 

例 

動作環境を 
チェックする 

1
インストール 
する 

2
インターネットでユーザー登録する 
（登録しないと使えません） 

3
パソコンに 
接続する 

4
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準備2 インストールする

Corelソフトウェアをパソコンにインストールしましょう。パソコンは起動しておいてく
ださい。

パソコンにCorel Application DiscのCDを入れる
自動的にインストール画面が表示される。

1

クリックする3

ソフトウェアを使う準備をする

選んで、クリックする4
�使用許諾契約書に同意するとき
は、ここを選ぶ。

�クリック。

入力して、クリックする5
� [名前]と、[会社名]（任意）を入力。

シリアル番号は自動的に入力される

�クリック。

選んで、クリックする2
�言語を選ぶ。
�クリック。
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�クリック。

内容を確認して、
クリックする8

� 住んでいる国/地域を選ぶ。自動
的にテレビ方式が設定される。

テレビ方式を直接選ぶ場合は、
クリック。

ソフトウェアを使う準備をする

内容を確認して、
クリックする6

入力して、クリックする7
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準備3 ユーザー登録をする　 インターネットでユーザー登録しないと使えません！

インストール後、インターネットによるユーザー登録をします。これをしないとソフト
ウェアは使えません。パソコンにCorel Application DiscのCDを入れたまま操作してください。

ソフトウェアを使う準備をする

クリックする
インターネットのユーザー登録画
面に移動する。

1

入力して、クリックする4
� [電子メール]*1、[パスワード]*1、
[Canon認証ID]*2を入力する。

� クリック→ポップアップ画面が出る。

クリックする2

*1 操作3で入力した電子メールとパスワードです。
*2 ビデオカメラのシリアル番号です。ビデオカメラの使用説明書でシリ
アル番号の位置をご確認ください。

入力して、クリックする3

Uleadのメンバー登録をしていない
場合は、クリック。

メンバー登録をしている場合は、操作4に進む。

� 入力する。

�クリック。
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クリックする6

クリックする7
� クリック。

� クリック→パソコンが再起動
する。

ソフトウェアを使う準備をする

入力して、クリックする5
� 操作4 �のポップアップ画面
に表示された有効化コードを
入力する。

�クリック。

インターネットの接続環境がない場合は、以下の手順でユーザー登録することも
できます。

� 裏表紙に記載のサポートセンターに電話して、有効化コードを取得する。

� 操作5へ進み、有効化コードを入力する。

メモ 
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ビデオカメラの電源スイッチを「再生」にする2
ビデオカメラの動画/静止画切り換えスイッチを にする3
ビデオカメラをパソコンにつなぐ
付属のUSBケーブルを使ってつなぐ。
自動的にGuideMenuの画面が表示される。

GuideMenuの画面が表示されないときは

デスクトップ上の をダブルクリックする。GuideMenu画面が表示される。

4

ソフトウェアを使う準備をする

ビデオカメラをコンセントにつなぐ
充電したバッテリーパックを取りつけ、コンパクトパワーアダプターを使ってつなぐ。

1

準備4 パソコンに接続する

ビデオカメラをパソコンに接続します。動画の編集（DVD MovieWriter SE）や再生（WinDVD
SE）をするときは、ビデオカメラとは接続せず、パソコンに保存した動画を使用して行う
こともできます。詳しくはDVD MovieWriter SEまたはWinDVD SEのヘルプをご覧ください。

● 本ソフトウェアを使っているときに、ビデオカメラの電源がはずれたり、USB
ケーブルが抜けたりすると、ビデオカメラのハードディスクの損傷やデータの
破損のおそれがあります。ビデオカメラにはコンパクトパワーアダプターを接
続した上、さらに充電したバッテリーパックを装着し、接続したUSBケーブル
には十分気をつけてください。USBケーブルを抜くときは「ハードウェアの安
全な取り外し」操作を行ってください。

● ビデオカメラを接続しているときは、パソコンをスタンバイ状態にしないでく
ださい。

ご注意 
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ビデオカメラからパソコンへの保存、パソコンからビデオカメラへの書き戻しが簡
単に行えます。AVCHDディスク、DVD-VIDEOディスクの作成はDVD MovieWriter SEで
行えます。操作のしかたは15ページをご覧ください。

■パソコンに保存する

撮影した映像（シーン）をパソコンに保存します。DVD MovieWriter SEで編集したり、
WinDVD SEで再生したりするときにお使いください。

クリックする1

内容を確認して、
クリックする3

内容を確認して、
クリックする2
�保存先を選ぶ。

�クリック。

�クリック。

* ハードディスクの空き容量が3GB未満の場合は開始できません。
**シーンの一覧表示に時間がかかる場合があります。

* 保存先は、パソコン内蔵のハードディスクドライブを選んでください。

撮影した映像の保存や書き戻し（GuideMenu）

�保存するシーンを選ぶ。

：すべてのシーンを選択するとき

：すべてのシーンの選択を解除す
るとき
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撮影した映像の保存や書き戻し

● 操作2で保存先を変更しなかった場合は、以下のフォルダーにファイルが保存さ
れます。

2007年1月1日10時頃撮影した動画をパソコンに保存した場合

*1ファイル名は撮影した日時（年/月/日/時/分/秒）になります。

*2お使いのパソコンによって、フォルダー名が異なります。

● 本ソフトウェアが付属しているビデオカメラで長時間連続して撮影する場合、
動画データが2GB（HXPモードで約17分、SPモードで約35分）を超えると、本
ソフトウェアでは複数のシーンに分かれて表示されます。

例

メモ 

ファイル名 フォルダーの場所

20070101100000.m2ts*1 「マイコンピュータ」または「コンピュータ」 「C:」
「Documents and Settings」「canon*2」「My Documents」
「My Video」「20070101」

クリックする4

保存先に外付けのハードディスクドライブを選ぶと、「遅延書き込みデータの紛失」
というエラーメッセージが表示されて、保存できないことがあります。

ご注意 



「ビデオカメラに書き戻し」では、
パソコンのハードディスクに、書
き戻す動画ファイルと同容量の空
き容量が必要になる。次の操作で
データの一時保存フォルダーを変
更できる。
�クリック。

� をクリック、十分な空き容量のあるドライブ上の
フォルダーを選ぶ → を押す。

� を押す。
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■ビデオカメラに書き戻す

パソコンに保存した動画やDVD MovieWriter SEで編集した動画をビデオカメラに書き戻し
ます。動画を書き戻したビデオカメラをハイビジョンテレビに接続して再生すると、高
画質なハイビジョン映像をお楽しみいただけます。

クリックする1

フォルダーを選択する2

書き戻すファイルがあるフォルダー
を選ぶ。

* シーンの一覧表示に時間がかかる場合があります。
* フォルダーは［パソコンに保存］で保存したフォルダーなど、書き戻
すファイルがあるフォルダーを選んでください。DVDドライブやCD
ドライブのフォルダーは選べません。

選択中のフォルダー

クリック。

撮影した映像の保存や書き戻し

サイズの大きい動画ファイルを書
き戻すときは
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撮影した映像の保存や書き戻し

クリックする5

内容を確認して、
クリックする4

内容を確認して、
クリックする3
�書き戻すシーンを選ぶ。

* 2GBを超えるシーンは選択できま
せん。

�クリック。
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● 書き戻して正しく再生できるのは次の動画のみです。これ以外の動画の再生に
ついては保証しておりません。

・本ソフトウェアが付属しているビデオカメラからパソコンに保存した動画

・本ソフトウェアが付属しているビデオカメラからパソコンに保存した動画を
DVD MovieWriter SEで編集した動画

● 書き戻すときは必ずビデオカメラの全データのバックアップを取ってから行っ
てください。

● 書き戻しの処理中にビデオカメラの電源がはずれたり、USBケーブルが抜けた
りすると、ビデオカメラのハードディスクが破損するおそれがあります。ビデ
オカメラにはコンパクトパワーアダプターに加えて充電したバッテリーパック
を装着し、接続したUSBケーブルには十分気をつけてください。

● 他のビデオカメラで記録したファイルを編集した動画や、テレビ方式/記録方式
が異なるファイルを編集した動画を書き戻したときは正常に再生できません。

● パソコンのハードディスクに、書き戻す動画のサイズと同容量の空き容量が必
要です。

● 書き戻しによって、ビデオカメラ内の動画のシーン数が約1000を越える場合
は、書き戻せないことがあります。

● 書き戻しは、1回につき100シーン以下とすることをおすすめします。

ご注意 

撮影した映像の保存や書き戻し
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● 書き戻した動画は、ビデオカメラで最後に撮影した動画として記録されます。

● 本ソフトウェアが付属しているビデオカメラで長時間連続して撮影する場合、動
画データが2GB（HXPモードで約17分、SPモードで約35分）を超えると複数の2GB
未満のデータに分割して記録されます。このような複数に分割された１シーンの
データをパソコンに保存すると、独立した複数のシーンとして保存されます。

● Corelソフトウェアで作成したAVCHDディスクから書き戻す場合、Windows
Vistaをお使いのときは、ファイルを一旦パソコン内蔵のハードディスクにコ
ピーした後、操作2でコピーしたフォルダーを選んでください。

AVCHDディスク内の動画ファイルは、以下のフォルダーに保存されています。

* xxxxxは5桁の数字です。

● Windows XPをお使いのときは、一旦ディスクをDVD MovieWriter SEにインポート
した後、AVCHDファイルへエクスポートして、エクスポートしたフォルダーを
選んでください。（ 20）

メモ 

ファイル名 フォルダーの場所

xxxxx.m2ts * 「BDMV」「STREAM」

撮影した映像の保存や書き戻し
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動画を編集する（DVD MovieWriter SE）
GuideMenuでパソコンに保存した映像の編集（分割・削除・並び換えなど）をします。音
楽を背景に挿入したり、タイトルを作成することもできます。操作方法はDVD
MovieWriter SEのヘルプをご覧ください。

GuideMenuでビデオカメラの映像をパソコンに保
存する

9ページ参考 

2

パソコンにディスクを入れる
12cmのDVD-RWまたは未使用のDVD-Rを入れる。

3

■ AVCHDディスクやDVD-Videoディスクを作成する
パソコンに保存した映像（シーン）からAVCHDディスクやDVD-Videoディスクを作成でき
ます。

ビデオカメラをパソコンに接続する

8ページ参考 
1

付属のUSB 
ケーブル 

クリックする4
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ディスクのタイプを選んで、
クリックする6
� 作成するディスクのタイプを選ぶ。

�クリック。

クリックする5
� [ビデオディスク]をクリック。

� [新規プロジェクト]をクリック。

クリックする7

内容を確認して、
クリックする8
�操作2で映像をパソコンに保存し
たフォルダーを開く。

�作成するディスクに入れるシーン
をクリック。

● シーンを選んで を
クリックすると内容を確認できる。

● [Shift]キーまたは[Ctrl]キーを押し
ながらクリックすると複数のシー
ンを選べる。

�クリック。

動画を編集する（DVD MovieWriter SE）
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動画を編集する（DVD MovieWriter SE）

内容を確認して、クリックする11
�メニューテンプレートを選ぶ。

�クリック。

[メニューを作成]を選択したとき

クリック。

[メニューを作成]を選択しなかったとき

クリックする9

内容を確認して、
クリックする10
�メニューを作成するときは
[メニューを作成]を選ぶ。

�クリック。
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内容を確認して、
クリックする12
�パソコンのDVDドライブを選ぶ。

�クリック。

クリックする13

● Corelソフトウェアで作成したハイビジョンのディスクは、AVCHD規格対応の機
器でのみ再生できます。対応していない機器にディスクを入れないでください。
ディスクを取り出せなくなることがあります。

● パソコンの１つのDVDドライブだけで、データの読み込みと書き込みを行って
ディスクをコピーする場合、DVD-RWのみお使いになれます。DVD-RやDVD-R DL
のディスクをコピーすることはできません。

● ビデオカメラにデータを書き戻すときは、GuideMenuで行います。ただし、DVD
MovieWriter SEで合成したシーンが2GBを超えると書き戻せません。下記を参考
にして合成してください。

2GB相当の記録時間の目安は次の通りです。

ご注意 

HXP XP SP LP

約17分 約28分 約35分 約45分

動画を編集する（DVD MovieWriter SE）
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● Roxio MyDVD for Canon（DVD編集ソフトウェア）がインストールされているパ
ソコンでディスクを書き込むとき、[コピー枚数]を２枚以上に設定すると、書き
込みができません。１枚で書き込みを行ってください。

● 同じディスクを再度作成するときは、書き込み終了時に「プロジェクトファイ
ルを保存してDMWを終了し、ラウンチャを実行します。」を選んでから[OK]を
クリックしてプロジェクトを保存します。次回ディスク作成時は[既存のプロ
ジェクトを開く]から保存したプロジェクトを開きます。

メモ 

動画を編集する（DVD MovieWriter SE）
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■ AVCHDディスクの映像をエクスポートする
AVCHDディスクから映像を読み込み（インポート）、AVCHDファイルに保存（エクスポー
ト）します。

クリックする2

クリックする3
� [ビデオディスク]をクリック。

� [新規プロジェクト]をクリック。

動画を編集する（DVD MovieWriter SE）

パソコンにAVCHDディスクを入れる1
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[AVCHD]を選んで、
クリックする4
� クリック。

�クリック。

クリックする5

内容を確認して、
クリックする6
� AVCHDディスクを入れたドライ
ブを選ぶ。

�クリック。

内容を確認して、
クリックする7
�映像ファイル（クリップ）をク
リック。

● 映像ファイル（クリップ）を選ん
で をクリックすると内容を確
認できる。

�クリック。

動画を編集する（DVD MovieWriter SE）
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内容を確認して、
クリックする8
�エクスポートするシーンをクリ
ック。

� [選択したクリップをエクスポー
ト]をクリック。

動画を編集する（DVD MovieWriter SE）

� [AVCHD対応ビデオを高速エクス
ポート]をクリック。

保存先を指定して、
クリックする9
�エクスポートするフォルダーを
選ぶ。

�ファイル名を入力する。

�クリック。
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動画を再生する（WinDVD SE）
GuideMenuでパソコンに保存した映像やDVD MovieWriter SEで作成したディスクを再生し
ます。操作方法はWinDVD SEのヘルプをご覧ください。

● 映像やディスクによってはパソコンに負荷がかかり、音が途切れたり、一瞬映
像が途切れることがあります。

● ハイビジョンで記録した映像を再生するときは、パソコンの負荷が高まるため、
その他のすべてのアプリケーションを終了してから、再生を始めてください。

● ハイビジョンのディスクは、DVD MovieWriter SEで作成したもののみ再生でき
ます。その他の機器で記録/作成したハイビジョンのディスクの再生については、
保証しておりません。

● 以下のソフトウェアで作成したハイビジョンのディスクは、すべてのAVCHD対
応機器での再生については保証しておりません。

・DVD MovieWriter SEで作成したディスクはWinDVD SEで再生できます。
● Windows Vistaをお使いの場合、パソコンの環境によってはWindows Aero機能の
入/切によって、再生のしかたに影響が出る恐れがあります。動作環境を満たし
ていても再生時、映像が途切れたりする場合には、Windows Aero機能の入/切を
切り換えて再生してください。

● パソコンのOSやビデオカードで省電力設定を行っている場合は、再生中の映像
に影響が出る恐れがあります。ノートパソコンをお使いの方はACアダプターを
お使いください。

● CPRM対応のディスクの再生には対応しておりません。

メモ 
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DVD MovieWriter SEや WinDVD SEが正しく動作しないときは
Roxio MyDVD for Canon（DVD編集ソフトウェア）がインストールされているパソコンで、DVD
MovieWriter SEまたは WinDVD SEを使用すると、正しく動作しない場合があります。このよう
な場合は、以下の操作をしてください。
Corelソフトウェアを起動している場合は、1度終了してから操作します。

1. [スタートメニュー]から[マイコンピュータ]を選ぶ。

2. DVDドライブのアイコンを右クリックし、[プロパティ]を選ぶ。

3. [UDF Reader]を選び、[ドライブのUDF Readerを有効にする]のチェックをはずす。

4. [適用]→[OK]をクリックする。

5. Corelソフトウェアを起動する。

DVD MovieWriter SEで作成したディスクが正しく再生されないときは

DVD MovieWriter SEで作成したディスクをAVCHD規格対応の機器で再生した場合、シーンと

シーンの間で映像が数秒止まることがあります。このような場合は、以下の操作をしてくだ

さい。

1. 最初のシーンをクリックする。

2. Shiftキーを押しながら、最後のシーンをクリックする。

3. [ビデオを合成]をクリックする。

4. [チャプタの追加/編集]をクリックする。

5. [すべてのチャプタを除去]をクリックする。

6. [OK]をクリックする。

すべてのシーンが1つのシーンに結合され、1つのシーン

として表示される。
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